意　向　調　書　記　入　要　領

１．令和７年１２月１日現在の情報を記入する。
　　写真は３年以内に撮影したものを貼付する。

２．「職　名」欄
　　○○担当専門員、○○担当専門職員、○○係長、○○主任、○○課（室）員、○○係員等

３．「現職発令年月日」欄
　　現職名に発令された年月日を記入する。

４．「現職在職年月」欄
　　現職名に発令された日から起算して記入する。

５．「試　験」欄
　　採用試験受験年度及び試験種を記入する。
    【記入例】令和○○年度　九州地区国立大学法人等職員採用試験（事務）

６．「語　学」欄
[bookmark: _Hlk150335311]　　「英語」欄は、下表を参考にして自身の語学力に最も近いと思われる番号を○で囲むこと。また、「その他の外国語」欄は、下表の３、４又は５に該当する場合にその外国語名を記入し、該当する番号を記入すること。
　　【記入例】　英語（ １　２　３　④　５ ）   その他の外国語（ 中国語　３　）
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	  高校までの授業や大学で履修したことはあるが、以後ほとんど使用していない。又は一切忘れてしまっている。

	２



	　身近な言葉をゆっくり話してもらうと最低限理解できる。
　外国への出張や旅行、又は外国人の来訪の際など、必要に迫られれば、自分の身の周りの会話は努力して使っている。一応、ある程度定期的に自分で学習する努力をしている。（入門・初級）
（英語の場合、目安として、TOEIC 370点程度若しくは英検3級程度）

	３


	　日常生活に必要な言葉であれば、要点を理解し応答に支障はない。仕事上で、手紙や短い文章を読んで理解することはできる。（中級）
（英語の場合、目安として、TOEIC 520点以上若しくは英検2級程度）

	４


	　仕事である程度のコミュニケーションが取れる。仕事上の必要があれば、資料を使って概要を説明できる。一応の電話等の対応ができる。（中上級）
（英語の場合、目安として、TOEIC 730点以上若しくは英検準1級程度）

	５


	　仕事で十分なコミュニケーションが取れる。外国語での書簡を読んで、返事の下書きを書いたり、外国語による会議に出席してその概要をまとめたりできる。（上級）
（英語の場合、目安として、TOEIC 820点以上若しくは英検1級程度）



７．「英検・TOEIC等の資格・スコア・留学経験」欄
　　英語検定・TOEFL・TOEIC・中国語検定等を受験している場合に、その資格等の取得年・試験の点数等を記入すること。また、留学ないし在外経験を有する場合には、留学経験については留学先（国）名・修学歴（課程）・期間等を、在外経験については在外先国名・期間を記入すること。
　　【記入例】英検準一級（H10） TOEIC　730点（H13）
　　　（留学経験）
　　　　アメリカ・〇〇ハイスクール（H4.10～H5.9）
　　　　英国・〇〇大学・大学院工修士課程（H11.10～H13.9）
　　　（在外経験）
　　　　英国（H13.10～H14.3）

８．「経　歴」欄
　　本学に採用されてから現在まで、異動のあった順に記入。
　　（本学に転任した者は、前官署での異動を含む。）

９．「異動希望」欄の「職務」
　　職務内容を次の例により簡潔に記載する。特に希望のある分掌（細部）については、（　　）で明記する。
　　【記入例】
　 　 庶務事務（研究協力）　人事事務（給　　与）　会計事務（予　　算）
　　　学務事務（教　　務）　熱帯生物圏研究センター（西表）　与那フィールド

１０．「早期昇任希望」欄
　　早期昇任の対象となる者の年齢目安（全て年度末年齢）
　　係長：３２歳以上　課長代理：４０歳以上　課長：４５歳以上

１１．「家族状況等」欄
　　可能な範囲で記入する。
　　※緊急連絡先については、業務中に事故等があった場合の連絡先として使用します。

１２．「研修歴」欄
　　研修を多数受けて研修歴欄に入らない場合は、主なものを記入する。

１３．「特記事項」欄
　　職務に関する事項、個人的実情等について記入する。
2

